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存在する. そのため MC1R 変異データは, ホモサピエン
スの分岐過程を考察する際に有益な情報のひとつとな










データを用いて, 日本人の MC1R 遺伝子の進化過程を




















ドリア DNA（mtDNA）D ループ第 1 可変域（520 塩基
対）および第 2 可変域（202 塩基対）を解読し, それぞ
れ 2 つのハプロタイプ（A・B）を検出した. ハプロタイ
プの地理的分布状況には偏りが見られ, 逸走元である
動物園を境に A タイプは時計回りに,B タイプは半時計
周りに分布拡大したように観測された. 
今年度までの研究で, 有害駆除や学術捕獲で得られ
た約 120 個体の DNA サンプルを用いて常染色体マイク
ロサテライト 11遺伝子座, Y染色体マイクロサテライト
3 遺伝子座の解析を行った. 常染色体マイクロサテライ
ト 11 遺伝子座は全て多型性を示し, 計 44 個の対立遺伝
子が検出された（平均 4 個）. 全遺伝子座において有意





れた. また Y染色体マイクロサテライト 3遺伝子座の解












することを目的としている. 野生群 1 群(260 頭)に焦点











出した. 父性遺伝する Y 染色体タイプは, オスの移住と
繁殖の双方を反映するのに対し, 母性遺伝するミトコ
ンドリア遺伝子タイプは, １世代内のオス個体の移住









尿中 8-ヒドロキシ-2’-デオキシグアノシン  ( 8-OH 









臨床症状を示していない健康なニホンザル ( Macaca 
fuscata ) 計 52 頭を対象とした. 雌雄ともに 1～4 歳,5～
10 歳, 11～15 歳, 16～20 歳, 21～25 歳の 5 グループに分
類し, 齢別および性別による尿中 8-OHdG 濃度の差の有
無を調べた. 尿中 8-OHdG 分析には, 酵素免疫測定法 
( EIA 法 ) を用いた. 
齢別調査の結果, 雌雄ともに各年齢群間で有意差は
認められなかった. このことから, ニホンザルでは 1 歳
の幼獣から 20 歳の成獣まで尿中 8-OHdG 濃度に有意差
はなく, 平均値 ( ± SD ) は 716.84 ( ± 320.69 ) ng / mg cre.
であると判明した. 対して, 性別調査では 21～25 歳の
雌雄間で有意差が認められた. ニホンザルでは 20 歳以
降にメスの閉経が生じるとされる. 21 歳以上の個体では, 
















備的に調査した. サカキ, ヒサカキ, ニガキ, エゾニュ
ウ, キハダ葉もしくは果実から抽出したポリフェノー
ル（苦味・渋味成分）を自然界で含まれる含量を上限と
して 1/8 までの希釈液を調製し, 固形飼料およびサツマ
イモに塗布して予備的に調査した. 与える方法として
は, 濃度の薄い液を塗布した餌から与え, 通常の食事時


















地域 13 試料）から遺伝子を抽出し, ミトコンドリア
DNA の D ループ第 1 可変領域 512 塩基対の配列を調べ
た. 次に, これまで分析した 79 個体（うち愛鷹地域 13
個体）分の結果を加え, Clustalx2.0.10 で配列の比較を行
い, 遺伝距離に基づき NJ 法により njplot を用いて分子
系統図を作成した. 
その結果, 大きくは, 南アルプス・愛鷹地域と伊豆地
域,中区分としては, 南アルプス西地域・南アルプス東地
域・愛鷹地域・西伊豆地域・東伊豆地域に区分され,24
（うち県内は 20）のハプロタイプが存在した.地域個体
群の遺伝的多様性や地域分化への影響が大きいオスの
移入出の状況を確認することが可能となったため, 今
後は, 愛鷹地域やその周辺地域のオス個体について試
料採取, 分析を進め, これまで確認された県内各地域の
ハプロタイプと照会することで地域間交流の状況を明
らかにする予定である. 
 
